岷江入楚と『源氏物語三箇の大事』 by 小髙 道子
一五
古今伝受のみならず、源氏物語にも三ヶの大事があることが知られ
ている。 「いのこもちは三かひとつ」 「とのゐものゝ袋」 「揚名介」 の三項で、 『図書寮典籍解題
　
続文学篇』 （以下 『続文学篇』 と略す） は、三






















































として「三ヶ大事の一なり」とした後に「秘同」とはあるが、 「やうめいの介なる」については「源氏物語三ヶ大事の一也 とする注記に肩付が記されていない。また「箋」とする注記は三項目ともない。これらは三条西家にお て継承される秘伝ではないのであろうか。
古今伝受の三鳥について、実枝から細川幽斎が伝受した際の講釈聞




























































































事切紙」 「源氏物語三ヶ之伝授」の「著者」について、次のように記す。「源氏物語三箇大事切紙」本来は一条兼良から始まったのだが、伝来の過程で内容的 は簡略化され、他の秘伝も加え れるにいたる。「源氏物語三ヶ之伝授」一条兼良前者には実枝から稙通への相伝の切紙が引用され、その後、地下に伝えられた事が記されている。後者には「尭空」 （実隆） 識語が見えるが、直後に紹巴以下の名前が付されている。海野圭介氏は、長享二年（一四八八）正月二十日に実隆が宗祇か
ら「古今切紙」と「源氏三ヶ事」の「面授」を受けたことを実証して
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「揚名介」の三つの秘伝を記す『源氏三箇大事』 （一条兼良『源語秘訣』に関る秘伝書）のことと推測される。この時に宗祇より実隆へと相伝された原本の所在は確認されていないが、近時、池田和臣により報告 同氏所蔵 三条西実條（一五七五―一六四〇） 関連の資料の中に、 「三ヶ条につきて謬説ともあり、而る とり用□□□もたき事也、明応四年八月十三日」の識語 「被成□□之下宗祇一 」 端裏書のあ 切紙、 「右源氏物語三ヶ秘事以相伝之正説所授能州刺史左衛門佐義総也、大永四年六月吉日
　
桑門
尭空」の識語のある伝授書がある。 「能州刺史左衛門佐義総」は能登の守護大名・畠山義総（一四九一―一五四五） 。 『実隆公記』大永四年（一五二四）六月二十四日条には、 「宗碩来、明後日早朝可進発云々、能州書状□伝之、源氏三ヶ秘説事 有相伝之子細 同伝遣之」と、宗碩（一四七四―一五三 ）を介し交流 ったに畠山義総に「源氏三ヶ秘説」を送る旨の記事が見える。池田紹介の伝授書はこの時に実隆から畠山義総へと伝えられた『源氏三箇大事』に基づく転写と推測される。




岷江入楚を検討すると、 「聞」 「聞書」 「或抄御説」として記された
注には、三条西家において継承された秘伝とは異なる内容の注が見られることがあった。また、明星抄に「箋曰」として記された内容には、「秘」として記された注とは異なる内容の記述が見られる。こうした
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　「岷江入楚の「聞」 「聞書」 」 （ 『中京大学国際教養学部論叢』平
26・
11） 、
「岷江入楚の「秘」と「聞」 「聞書」 」 （同
　
平
27・
3）
（
4）
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